
はじめに	
 

	
 

	
 ハダニ類、アザミウマ類、コナジラミ類などの微小昆虫における薬剤抵抗性

に加え、これまで容易に防除ができていたワタアブラムシでネオニコチノイド

系殺虫剤抵抗性系統の発生が平成 24 年度九州地方で確認され、さらに、チョウ

目害虫に卓効を示すジアミド系殺虫剤に抵抗性のチャノコカクモンハマキが静

岡で確認されるなど、害虫防除における殺虫剤抵抗性問題の拡大が強く懸念さ

れている。栽培体系・防除体系の画一化・広域化に伴い、殺虫剤抵抗性害虫の

常発化、広域化、多様化が起きていることから、抵抗性害虫対策には、地域を

超えた連携が不可欠となっている。	
 

	
 本研究会では、国内外で殺虫剤抵抗性が顕在化している上記の害虫を対象に、

抵抗性問題の現状と管理対策における課題ならびに研究機関の果たすべき役割

について検討し、独法や都道府県の研究担当者、普及部門担当者、農薬メーカ

ーを含む関係者の情報共有の促進と協力関係の構築に資する。	
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